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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 中間サマリーをまだ作成していないスタッフは早急に作成し、ＧＯＭまで提出して下さい。

· 本日、明日の２日間伝達講習がありますので、各自参加する様にしましょう。

時間：17：30～18：30

場所：２階会議室

＜患者様連絡事項＞

○血液検査結果

・見付　喜久様～体重減少、検査データの悪化あり。（ＴＰ、ＵＡ、Ｃｒの↓）昨日（3/19）　

至急で行った電解質（Ｎａ、Ｋ、Ｃｌ）の結果を主治医へ報告しています。異常所見みられない為、今後利尿剤増薬検討するとの事でした。引き続き、浮腫の観察・体重測定・水分管理など実施して下さい。

○皮膚科診察

・永洞　恭子様～現在帯状疱疹にて処置中。右眼周辺から頭部にかけての発赤、湿疹部のかさみられています。ホスラビン軟膏→エルタシン軟膏へ変更。引き続き、皮膚状態の観察・掻痒感の有無・皮膚の清潔保持に努めていきましょう。

・長根　斑男様～皮膚状態徐々によくなってきている為、副腎皮質ホルモン剤　１Ｔ　

１×朝（3/21～）６日分臨時処方となり、3/26（月）再受診予定です。

・上田　正男様～皮膚状態徐々によくなってきている為、副腎皮質ホルモン剤　２Ｔ

　　　　　　　　　２×ndE（3/20夕～）４日分、その後１Ｔ　１×朝（3/25～）３日分

臨時処方となり、3/26（月）再受診予定です。引き続き、皮膚の状態観察・清潔保持に努めていきましょう。

○定期薬変更者

・田端　玲子様～日中服用薬の精神神経用剤（ルーラン（4）３Ｔ）が止めとなり、代わり

に抗てんかん薬（バレリン（100）３Ｔ）が開始。就床前薬の精神神経用剤（レボトミン（25）が1Ｔ→2Ｔへ増薬。（他継続）日中の行動状況や夜間の睡眠状況の観察を継続していきましょう。

・鈴木　正長様～日中服用薬の精神神経用剤（グラマリール（25））が３Ｔ→２Ｔへ減薬。

　　　　　　　　活動状況の変化に気を付けて関わりを持っていきましょう。（他継続）

・水梨　正一様～鉄剤が朝・就床前に１Ｔずつ追加となっています。（他継続）血液検査データも含め、普段の血圧や起床時などのふらつきなどに注意していきましょう。

○臨時薬処方

・森越　義夫様～臨時処方となっていた降圧剤が本日朝で終了となっていますが、依然血圧の高値見られている事から、引き続き、現在まで服用中の薬剤に、１種類追加にて本日夕から７日分処方となっています。引き続き血圧３検にて行っていきましょう。

・田端　玲子様～臨時処方となっていた抗てんかん薬と精神神経用剤が定期に追加となっ

ていますが、それまでの不足分として抗てんかん薬１Ｔ（本日夕の分）精神神経用剤１Ｔ（本日就床前の分）が処方となっています。引き続き、他者との交流の様子や気分の高揚さについて観察していきましょう。

・永洞　恭子様～頭痛の訴えが続いていた為、解熱消炎鎮痛剤が処方となっていましたが、頭痛も治まってきたため、本日で飲み切り止めとなります。頭痛訴え時は血圧測定や帯状疱疹の状態観察をしていきましょう。

・長根　斑男様～臨時処方の催眠鎮静剤が引き続き、本日就床前から７日分処方となっています。夜間の睡眠状況、起床時の状態観察を行っていきましょう。

・山下　さき様～足腰の痛み訴えあり。解熱消炎鎮痛剤が本日夕から７日分処方となっています。疼痛の度合いとともに、胃痛や食欲などの観察も併せて行っていきましょう。

・久保田トミエ様～下肢の浮腫がまだ持続している事から、利尿剤が3/22朝から７日分臨時継続処方となっています。体重測定・水分管理・浮腫の状況観察を行っていきましょう。

・峰田　満男様～抗うつ薬が明日の就床前より７日分臨時継続処方となっています。（飲み

続けてしまうと、状態悪化につながる為、引き続き臨時扱いとする）食事も摂れてきていますが、活動量がまだ少ない為、状況をみて促して行きましょう。

・浜中トキエ様～現在までに皮膚状態の変化はみられていませんが、各症状の訴え（腹痛など）がきかれている為、臨時薬３日分継続処方となっています。引き続き、皮膚状態・腹部状態の観察を行っていきましょう。

・谷内　愛子様～催眠鎮静剤が明日の就床前から７日分臨時継続処方となっています。夜間の睡眠状態に加え、訴えの内容に注意していきましょう。

· 吉田　寿雄様、三浦　トシ様、松浦　佐恵子様、森　エツ様

それぞれ、低血糖時の予測指示が継続となっています（3/21～4/3までの１４日間）

食事前、摂取量が少ない時などの状態変化を見逃さないようにしていきましょう。

＜主治医面談実施＞

・山内　公博様～本日、主治医・御家族と面談実施しています。御家族より、顔色が黒い事・皮膚の乾燥が著明なのはなぜかと話されており、主治医より精神薬の副作用である事伝えています。御家族の希望としては、現在のＣユニットでは本人が退屈であり、Ｂユニットで生活してもらい、Ｂユニットの患者様とのコミュニケーションによって刺激になればいいとの希望聞かれています。今後、山内　公博様本人とＢユニットの見学をして頂き、移室について検討していく事としています。

＜口腔ケア評価・検討＞

· 吉田　寿雄様、鈴木　正長様

声掛けをしなければ歯磨きは行わず。食後・服薬後に歯磨きをする様促し、実際に行なっているか、雑ではないかなどを確認していきましょう。

· 櫛桁　武男様

声掛けのタイミングをのがしてしまうと、拒否して行わず。食後すぐに促していくようにしていきましょう。







